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ハバビロドロムシ Dryopomorphus extraneus Hintonは，体長３．８４．６mmほどのヒメドロムシ科に属する

水生甲虫である（佐藤，１９８５；Yoshitomi and Satô，２００５）．日本固有種とされ，本州，四国，九州に分布す

る．森林に囲まれた渓流に生息し，成虫・幼虫共に流木などの木質物を食べている．出雲市平田地域では

平田船川の源流や唐川川水系で生息が確認されている（林ほか，２００８）．

ホシザキグリーン財団研究報告 第１１号:３１２頁，２００８年３月
Bull. Hoshizaki Green Found．（１１）:３１２，Mar．２００８

写真 ハバビロドロムシの成虫

２００６年２月２４日，出雲市万田町の深山川で採集した個体を室内で撮影した．ハバビロドロムシの成虫は比較的サイ
ズの大きな石の下で越冬していることが多い．
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